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子

　

今
や
コ
ロ
ナ
の
話
題
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
不
透
明
な
物
に
変
化
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
病
院

へ
の
見
舞
等
の
面
会
が
出
来
な
い
状
況
の
中
で
硝
子
越
し
で
あ
れ
ば
可
能
な
場
合
が
あ
る
よ
う
だ
。
掲

句
は
様
々
な
場
面
が
想
定
さ
れ
る
が
６
Ｂ
の
非
常
に
濃
い
鉛
筆
を
使
っ
て
の
筆
談
は
、
識
別
す
る
患
者

さ
ん
の
目
の
視
力
の
程
度
或
い
は
患
者
さ
ん
と
の
距
離
の
遠
さ
等
の
不
自
由
さ
が
考
え
ら
れ
る
。
季
語

の
「
冬
兆
す
」
に
は
病
状
の
深
刻
さ
不
安
な
ど
の
精
神
的
な
思
い
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

　
　

後
ろ
手
の
障
子
に
残
す
悔
い
一
つ　

	
	

京

都　

中　

村　

椅
久
子

　

人
間
社
会
で
普
通
に
暮
ら
し
て
い
く
に
は
人
と
人
と
の
接
触
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
人

間
同
士
の
軋
礫
が
必
ず
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
他
人
、
家
族
、
夫
婦
間
を
問
わ
ず
同
じ
で

あ
る
と
言
え
る
。
掲
句
は
、「
障
子
」
と
い
う
「
物
」
を
使
っ
て
人
間
の
心
理
的
な
感
情
の
動
き
を
巧

み
に
表
現
し
て
い
る
。
障
子
の
閉
め
方
に
ル
ー
ル
は
無
い
も
の
の
後
ろ
手
で
閉
め
る
行
為
に
は
、
今
し

が
た
部
屋
で
起
き
た
事
に
対
し
て
の
怒
り
動
揺
が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
勇
ん
で
部
屋
を
出
て

き
た
反
省
が
悔
い
で
あ
る
。

　
　

秋
風
を
切
る
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ケ
ボ
ー
の
着
地
音　
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子

　

昨
年
の
夏
の
東
京
五
輪
で
一
躍
話
題
に
上
が
っ
た
「
ス
ケ
ボ
ー
」
の
競
技
は
、
各
地
で
若
い
世
代
へ

さ
ら
に
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
京
五
輪
で
は
、
年
代
を
問

わ
ず
少
年
少
女
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
感
動
を
覚
え
声
援
を
送
っ
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
の
感
動
が
あ
る
か
ら
こ
そ
身
近
に
見
る
ス
ケ
ボ
ー
に
も
関
心
を
寄
せ
句
材
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
季
語
の
「
秋
風
を
切
る
」
に
は
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
作
者
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
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亀
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福

恵

数
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玉
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ぐ
し
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探
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追
憶
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声
よ
び
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ま
す
栗
の
飯

昨
夜
の
修
羅
ほ
ど
く
夜
明
け
の
虫
合
唱

さ
さ
や
か
な
生
涯
の
ゆ
れ
落
し
文

女
郎
花
風
の
う
な
じ
の
し
な
や
か
に

菊

池

和

子

帰
り
花
恋
し
き
人
の
好
き
な
藍

甘
ん
じ
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脇
役
通
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大
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か
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金
平
糖
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ろ
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小
春
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寥
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瓶

落
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の

落
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村

晩
年
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和
の
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走
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村

白

杼

森
の
底
せ
せ
ら
ぎ
と
言
ふ
秋
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こ
ゑ

散
骨
の
話
に
途
切
れ
小
夜
し
ぐ
れ
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折
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幽
け
く
た
た
く
初
し
ぐ
れ

古
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た
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や
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瓶
落
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面
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の
こ
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冬
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の
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哲
学
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道

空
魚
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提
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行
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人
や
浜
焚
火
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の
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福

山
　
藤
井
　
晴
子

色
褪
せ
ぬ
大
和
心
や
月
今
宵

秋
の
野
の
風
の
果
て
な
る
白
燈
台

集
ふ
れ
ば
老
い
を
肴
の
温
め
酒

時
差
数
へ
返
信
メ
ー
ル
小
春
の
日
　�

ア
リ
ゾ
ナ

　
伊
吹
　
之
博

紅
葉
の
京
を
尋
ね
て
本
題
に

秋
夜
長
偉
人
の
手
記
に
我
が
意
得
る

稲
刈
や
体
験
の
子
の
好
奇
心

紫
の
味
噛
み
し
め
る
菊
の
花
　�

酒

田
　
藤
波
　
松
山

剥
き
し
柿
吊
さ
れ
て
ゐ
る
青
き
窓

秋
晴
れ
の
選
挙
カ
ー
の
み
音
高
し

街
角
の
信
号
青
し
蔦
紅
葉

鈴
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鹿
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